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られた。外向き電流にはK+による一過性電流（transient outward current: TO）と整流性





±5.0%, SO:77.3±3.3%）、H2R拮抗薬（TO:87.1±6.5%, SO: 88.3±5.6%）、H3R拮抗薬（TO:75.5
±2.4%, SO:74.5±2.4%）のすべての拮抗薬でヒスタミンにより増加した電流が減少した。
また記録したアマクリン細胞は形態的特徴から7種類に分類することができた。その内
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